
 

 

 

 

 

 

 

 

現状を見据え、4月からの新たな生活に備えよう 

熊谷市立熊谷東中学校長 伊藤 幸男 

学力の向上には、分かりやすい授業を目指す教師の工夫と、それに応えようとする子どもの意欲が不可

欠です。前者では、学校課題研究に基づく各教科の担当者の意識的な授業改善への取組をとおして、引き

続き「分かる授業づくり」を追求してまいります。一方、後者の生徒の学習意欲の実態はどうでしょうか。 

右の表は、後期末に実施した「スキルゲットタ

イムチャレンジテスト」の採点結果です。２月から

３月中旬までの朝の会の前の１０分間を利用し

て、各教科担当が作成した課題プリントに取り組

みましたが、総括として、取り組んだプリントの中

から同じ問題を精選し、テストとしてあらためて出

題してみました。採点を、国、英は校長が、数学は教頭が担当しましたが、２度目の問題にも関わらず、数字

が示す実態は「順調に学力を伸長している」とは判断できない状況となりました。基本的な内容の問題で

すが、生徒たち（とりわけ 1年生）の得点率の低さは緊急の手立てが必要だと感じています。 

視点１「家庭学習の習慣形成はできていますか」 

各学年で、生徒に生活記録ノートを提出させてきましたが、家庭学習の記録が未記入な生徒、記入はし

てあるものの 30分程度の短時間で済ませてしまっている生徒がとても多い実態がわかります。 

視点２「ゲームやインターネット、スマホに接する時間が最優先され、勉強することに価値を見いだせない

生徒になってしまっていませんか」 

学習意欲が低調で、積極的に考え発表する態度に欠け、総じて受け身の姿勢が目立つ生徒

がいます。また、授業後や試験前に教師に分からないところを質問にくる場面が少ないです。 

視点３「親、教師のメッセージが負の効果をもたらしてはいませんか」 

例えば、「ナンバーワンになるよりはオンリーワンでいい。」という言葉を耳にします。このメッセージは、個

性尊重の世の中の声に乗って、実に耳に心地よく聞こえます。競争を否定し、あるがままの姿を肯定してい

るのですが、捉え方を間違えれば、我が儘な子ども達を勇気づける言葉になります。ナンバーワンとオンリー

ワンは、限りなくイコールのはずです。他人を意識しようとしまいと、技を磨き、頭脳や身体を鍛え、到達した

結果としてナンバーワンがあり、他に比べるものがなければオンリーワンなのです。この点を

忘れて、努力を怠り、あるがままでいいと居直っていたのでは、進歩がありません。 

知徳体の 3 拍子揃った学力を育むことが、充実したがっ中での学校生活につながって

いきます。ぜひ、上の３つの視点から現状を一刻も早く把握し、家庭において進級の準備を

進めてほしいと願います。心の準備を整えて、新しい気持ちで 2年生、3年生になりましょう。 

＜保護者、地域の皆様＞ 本年度中に賜りましたご厚情に感謝申し上げますとともに、来年度につきまし

ても本校への御支援、御協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜学校教育目標＞ 

      心豊かな生徒 

主体的に学び、考える生徒 

たくましく生きる生徒 
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＜目指す学校像＞ 
生徒が「日本一だ」と誇りをもって 

卒業することができる学校 



 

 

 

 

 

  

                             

 

 

 

 

 

 本校の伝統行事の一つである、「卒業を祝う会」は、今年度も大成功に終わりました。１月から
実行委員会が発足し、計画的に準備を進めてきました。活動をしている実行委員の表情はとてもよ

く、３年生への感謝の気持ちが日に日に形になっていきました。 

 感染状況等に鑑み、令和４年度もオンラインによる開催となりましたが、精一杯準備した装飾物、
ビデオレターを真剣に見る３年生の姿がありました。生徒に負けず、先生も本気になって行う素晴
らしい行事の一つです。 

 

 

                           自転車通学率が全校生徒の９４％を占め
ある本校の課題の一つに、「安全な登下
校」 が挙げられます。毎年度当初に行わ
れていた全校一斉下校（上級生が新入生に
通学路等を地区ごとに教えるものです。）

も、新型コロナウイルス感染症の影響によ 

り、数年間できないままの状況が続きました。 

ＰＴＡの本部役員会でも話題となり、急遽３年生が卒業する前に実施することが決まりまし 

た。家庭、地域の方のお力も必要な事ですので、引き続き家庭で安全について話題にしていた 

だくともに、見守り等もよろしくお願いします。 

  

 

 

 

                            第６２回卒業式が行われました。 

                           １５４名の卒業生がそれぞれの進路 

に向けて出発します。 

 ２年生が在校生代表として式に参 

加するとともに、来賓の方も一部お
招       きして実施することができました。 

在校生の送辞、卒業生の答辞はとても感動的でした。式後は、学年主任を生徒が囲み、花束を渡
す場面もとても心が温まる光景でした。これからも、皆さんを応援し続けます。 

 

【お知らせ】 

 熊谷東中学校では、授業のある日にほぼ毎日更新しているホームページを 

開設しています。ぜひ、記事などを毎日ご覧になってください。 

（QRコード→） 

卒業を祝う会【３月２日（木）】 

 

全校一斉下校【３月６日（月）】 

 

 

第６２回卒業式【３月１６日（木）】 

 

 


